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宮崎県で採集された九州沿岸初記録のケショウギンポ

廣津智朗 1・緒方悠輝也 2, 3

A single specimen (46.6 mm standard length) of the Tat-
too-chin Rockskipper, Entomacrodus niuafoouensis (Fowler, 
1932) (Blenniidae) was collected from a rocky tidepool, Miyaza-
ki Prefecture, eastern Kyushu, Japan. In Japanese waters, this 
species had previously recorded from Hachijo-jima island, the 
Ogasawara Islands, the Osumi Islands (Iwo-jima and Yaku-shi-
ma islands), Gajya-jima island, the Amami Islands (Amami-os-
hima and Kikai-jima islands), and the Ryukyu Islands. Thus, 
the presently reported specimen represents the first record from 
Miyazaki Prefecture and Kyushu. In addition, the specimens of 
the blennies from Nomozaki in Nagasaki Prefecture, Japan, pre-
viously reported as E. niuafoouensis, were re-identified as En-
tomacrodus stellifer stellifer (Jordan and Snyder, 1902) during 
this study.
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 Abstract

スジギンポ属 Entomacrodus Gill, 1859 はイソギンポ科魚類

（Blenniidae）の一属で，鋤骨に歯を有する，上顎骨と下顎骨

に 100 以上の自由に動く歯がある，頭部正中線に皮弁はない，

左右の鰓膜は峡部を横断して連続する，背鰭軟条数は 13–

18，背鰭は低く，中央部に欠刻がある，胸鰭軟条数が 12–15，

腹 鰭 は 1 棘 4 軟 条 な ど の 特 徴 を 有 し（Springer, 1967； 藍

澤・ 土 居 内，2013; Williams and Springer, 2022）， 日 本 か ら

はアオモンギンポ E. caudofasciatus (Regan, 1909)，キカイ

カエルウオ E. decussatus (Bleeker, 1858)，ケショウギンポ E. 

niuafoouensis (Fowler 1932)， イ レ ズ ミ ス ジ ギ ン ポ E. sealei 

Bryan and Herre, 1903，ホシギンポ E. stellifer stellifer (Jordan 

and Snyder, 1902)，スジギンポ E. striatus (Valenciennes, 1836)，

およびゴテンカエルウオ E. thalassinus thalassinus (Jordan and 

Seale, 1906) の 7 種が知られている（本村，2026）．

2026 年 2 月 15 日に宮崎県宮崎市内海の岩礁性タイドプー

ル内から 1 個体のケショウギンポが採集された．本種はイ

ンド・太平洋の熱帯から温帯にかけて広く分布し（Williams 

and Springer, 2022），国内では八丈島，小笠原諸島，大隅諸

島（硫黄島，屋久島），臥蛇島，奄美群島（奄美大島，喜界島），

および琉球列島からの記録がある（藍澤・土居内，2013；

目黒，2013; Nakae et al., 2018; Fujiwara and Motomura, 2020；

古𣘺・本村，2022）．そのため得られた標本は本県沿岸初記

録となる．また本種の長崎県野母崎での記録（藍澤・土居内，

2013）の基となった標本を精査したところ，ホシギンポの

誤同定であった．したがって宮崎県産の個体は九州沿岸の

初記録となる．

材料と方法
計数は概ね Springer (1967) に従った．尾鰭鰭条数の計

数は Springer (1972) に従い，背側と腹側のそれぞれで分枝

と不分枝に分けて計数した．Preopercular series of pores と

predorsal commissural pores の和訳は吉野（1984）に従い，

それぞれ前鰓蓋管孔列と上側頭管とし，pseudobranchial 

filament の和訳は畑ほか（2021）に従い，擬鰓弁数とし

た．Total number of pores before anterior nostrils は本論文で

は前鼻孔前方管孔数と和訳した．計測は Springer (1967) と

Hubbs and Lagler (2004)，および岸本ほか（2006）に従った．

標本の計測にはノギスを用いて 0.1 mm 単位まで記録した．

標準体長（standard length）は SL と表記した．

標本の作製，生鮮時の写真撮影，登録，および固定方

法は本村（2009）に従った．調査個体は神奈川県立生命の

星・地球博物館の魚類標本資料（KPM-NI）として，調査

個体の写真は同博物館の魚類写真資料（KPM-NR）として

登録・保管されている．同一個体の異なる画像は同一の番

号で登録され，個別のアルファベット文字で識別される（例
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えば，KPM-NR 292007A および KPM-NR 292007B）．なお，

神奈川県立生命の星・地球博物館の資料番号は，博物館の

データベース上では0を含めた7桁の数字で表記される（例

えば，KPM-NI0097204）．また，本研究では，千葉県立中

央博物館分館　海の博物館（CMNH-ZF）に収蔵されてい

る標本も用いた（後述）．

Entomacrodus niuafoouensis (Fowler, 1932)

ケショウギンポ
（Fig. 1）

Fig. 1. Fresh images of Entomacrodus niuafoouensis from Miyazaki Prefecture, Kyushu, southern Japan. KPM-NI 97204, 46.6 mm 
SL. A, B, and C show lateral (image number: KPM-NR 292007B), dorsal (KPM-NR 292007E), and ventral (KPM-NR 292007I) 
views, respectively. Photos by T. Hirotsu.
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標本　KPM-NI 97204，46.6 mm SL，宮崎県宮崎市内海，

31°43′17.6″N, 131°28′05.4″E，2026 年 2 月 15 日 22:00 pm，

岩礁性タイドプール（水深 0.2 m），手網，廣津智朗．

写真資料　KPM-NR 292007A–K，KPM-NI 97204 の生鮮

写真．

記載　背鰭鰭条数 XIII, 16；臀鰭鰭条数 II, 17；胸鰭鰭

条数 14；腹鰭鰭条数 I, 4；尾鰭鰭条数 7+6；尾鰭分枝条数

5+4；鰓耙数 26；擬鰓弁数 8；眼上皮弁分枝数 5；項部皮

弁分枝数 1；上側頭管孔数 10；前鰓蓋管孔列 1, 3, 2, 2, 2, 2；

前鼻孔前方管孔数 6．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：全長 123.2；

頭長 25.1；背鰭前長 22.3；肛門前長 47.4；体高 22.5；尾柄

高 7.5；尾柄長 9.7；背鰭基底長 72.6；臀鰭基底長 40.9；吻

長 5.5；上顎長 9.7；両眼間隔 4.3；眼径 5.9；眼上皮弁長 6.2；

項部皮弁長 2.8；背鰭第 1 棘条長 9.5；背鰭第 2 棘条長 9.3；

背鰭第 3 棘条長 9.3；背鰭第 13 棘条長 4.3；背鰭第 1 軟条

長 14.1；胸鰭長 27.9；腹鰭長 15.0；尾鰭長 23.2．

体は前方方向に細長い円筒形で，やや側扁する．体背

縁は吻から眼の下縁の高さまで体軸に対しほぼ垂直，その

後眼上皮弁にかけて曲線状に上昇する．そこから背鰭第 7

棘付近にかけて緩やかに上昇し，尾柄部にかけて緩やかに

下降する．体高は腹鰭基部で最大になる．体腹縁は下顎先

端から眼窩後縁直下にかけて曲線状に下降し，そこから腹

鰭起部にかけておおよそ直線状．腹鰭起部から尾柄部にか

けて緩やかに上昇する．鱗はなく，口は亜端位で，上顎前

端は下顎前端より突出，上顎後端は眼窩後縁直下に位置す

る．上唇は肥厚し，上唇の下縁全体にひだ状の突起物があ

る．上顎に犬歯はない．前鼻孔は円形で，眼窩下縁前方に

位置し，鼻皮弁直下に開孔する．後鼻孔は長円形で，眼の

前方に開孔する．眼は背縁に位置し，円形で吻長とほぼ同

長．前鼻孔皮弁と眼上皮弁は分岐する．項部に分岐しない

項部皮弁がある．頭部正中線上に皮弁はない．鰓孔は大き

く，左右の鰓膜は峡部を横断して連続する．肛門は体の中

央付近よりもやや前方に位置する．側線は背鰭第 6 棘付近

にかけて緩やかに上昇し，臀鰭起部にかけて急激に下降す

る．そこから尾鰭基部まで体軸と平行に体の中心を通る．

背鰭は低く，中央部に欠刻がある．背鰭起部は腹鰭基底後

端の直上に位置し，背鰭棘条部は臀鰭第 2 軟条直上に達す

る．背鰭軟条部は臀鰭第 4 軟条部直上から尾柄部に達する．

臀鰭起部は肛門直後に位置し，臀鰭基底後端は背鰭第 14

軟条直下に達する．胸鰭基底上端は鰓蓋後端の前後下方に

位置し，胸鰭基底下端とともに背鰭第 4 棘直下に位置する．

腹鰭起部は項部皮弁直下に位置する．尾鰭は截形で，尾鰭

軟条部は分岐する．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体側は白色で，体側中央に胸

鰭基底上端から尾鰭基底中央まで銀白色の 1 縦帯があり，

その縦帯の上方には黒色斑，下方には褐色斑が 2 対 1 組で

並び，6 組ある．最前方の黒色斑は一部重なり合う．黒色

斑の上部には網目状に黒色および褐色を帯びる．頭部上部

および吻部は体側に比べて黒みがかり，頭部の背縁部は黄

緑色を帯びる．鼻皮弁，眼上皮弁，項部皮弁は朱色を呈する．

上唇の下縁に 5 本の黒い横帯がある．吻部および頭部腹面

から胸鰭基部にかけて橙色の線模様が複数あり，斑点，弧

状または直線状に不規則に途切れる．頭部腹面では線模様

が細長い環状になり，3 つの帯が形成される．その内部は

黒みを帯び，帯間は黄みを帯びる．頭部腹面の中央には Y

字状の黒い帯がある．眼の後方にやや斜めの黒い帯が伸び

る．各鰭の地色は透明．背鰭全体に赤褐色の斜帯が複数並

び，斜帯は背鰭縁辺に近づくにつれて黒みを帯びる．斜帯

の縁と背鰭鰭条先端は黄みを帯びる．臀鰭鰭条先端および

臀鰭基底付近は透明，鰭膜は黄色を呈する．臀鰭鰭条およ

び鰭膜の中央部分は黒みを帯び，臀鰭第 6–15 軟条は赤み

を帯びる．胸鰭鰭条は赤褐色を呈する．胸鰭基部には 1 つ

の黒色斑がある．腹鰭は淡黄色で，腹鰭第 1–3 軟条および

鰭膜は黒みを帯びる．尾鰭には三日月状の黄色帯が 3 本あ

り，尾鰭基部に近づくにつれ黒みが強くなる．

分布　本種はインド・太平洋（マダガスカルからモー

リシャス，南シナ海，日本，台湾南部，マリアナ諸島，オー

ストラリア，ニュージーランド，トンガ，サモア諸島，お

よびピトケアン諸島にかけて）に広く分布することが知ら

れ る（Springer, 1967, 1972, 2000; Wass, 1984; Francis, 1993; 

Francis and Randall, 1993； 藍 澤・ 土 居 内，2013; Williams 

and Springer, 2022）．日本国内ではこれまで八丈島，小笠

原諸島，大隅諸島硫黄島，屋久島，臥蛇島，奄美大島，喜

界島，および琉球列島から記録があり（Springer, 1967；藍

澤・土居内，2013；目黒，2013; Nakae et al., 2018; Fujiwara 

and Motomura, 2020；古𣘺・本村，2022），本研究により，

宮崎県沿岸における分布が確認された．なお，藍澤・土居

内（2013）での長崎県野母崎の記録は誤りであると判断さ

れた（後述）．

備考　調査標本は頭部正中線上に皮弁がないこと，鰓

孔が大きく，左右の鰓膜は峡部を横断して連続すること，

背鰭軟条数が 16，背鰭は低く，中央部に欠刻があること，

胸鰭軟条数が 14，および腹鰭が 1 棘 4 軟条であることが

Springer (1967) が記したスジギンポ属 Entomacrodus に一致

した．また，上顎に犬歯がないこと，背鰭が 13 棘 16 軟条，

臀鰭軟条数が 17，胸鰭軟条数が 14，尾鰭軟条がすべて分

枝すること，項部皮弁があること，前部側線上に鱗上の突

起がないこと，上唇の下縁全体にひだ状の突起物があるこ

と，および頭部腹面に顕著な斑紋があることなどの特徴が

藍澤・土居内（2013）の記したケショウギンポの標徴と一

致したため，本種と同定された．

日本国内での本種のこれまでの記録は上述の分布の項

に示した通りである．この内，長崎県野母崎の記録（藍
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澤・土居内，2013）で用いられた標本は千葉県立中央博

物館分館　海の博物館所蔵の 5 件の魚類標本として保管

されている（藍澤正宏氏，私信；CMNH-ZF 12502, 12503, 

12518,  12519, 12556）．これらの標本を精査したところ，

上顎に犬歯がないこと，背鰭が 13 棘 16 軟条，臀鰭軟条数

が 17–18，胸鰭軟条数が 14，尾鰭軟条の大部分が分枝する

こと，項部皮弁があること，前方の側線上に鱗状の突起が

ないこと，および上唇のひだ状突起物が中央部に限られる

などの標徴をもち，これは藍澤・土居内（2013）が示した

ホシギンポの標徴と一致した．そのため，同書におけるケ

ショウギンポの長崎県野母崎からの記録は誤りであると判

断した．なお，同地域を対象とした塩垣・道津（1973）や

田和・竹垣（2009）で行われている魚類相調査においても

ケショウギンポは記録されていない．したがって，本調査

標本は九州沿岸における本種の確実な記録となる．

ケショウギンポは全長 120 mm に達するとされる（Willi-

ams and Springer, 2022）ため，今回得られた個体（全長

57.4 mm）は未成魚と考えられる．分布の項で示した通り，

本種の分布の中心はインド・太平洋の熱帯域にあること

（Springer, 1967; Williams and Springer, 2022），スジギンポ属

は孵化後，浮遊幼生期をもつとされていること（Neves et 

al., 2016），宮崎県沿岸は沖合を流れる黒潮の影響を受ける

海域であること，および本県周辺海域の過去の魚類相調査

（例えば，Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，2021）で本種は

確認されていないことから，今回得られた個体は本県より

も南に位置する熱帯もしくは亜熱帯の海域で孵化した稚魚

が，浮遊幼生期に黒潮によって運ばれ，偶発的に出現した

個体であると考えられる．また，今回の個体は 2 月に得ら

れていることから，今後本種の九州以北での越冬もありう

る．過去 100 年で黒潮流域である四国・東海沖の海域平均

海面水温は 1.39 ºC 上昇していること（気象庁，2026）から，

今後もこれらのような熱帯・亜熱帯性魚類の分布の北上や

越冬，定着がありうるため，本県沿岸を含む九州以北の黒

潮流域におけるさらなる魚類相のモニタリングが必要であ

る．
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